
議
員
提
出
第
二
十
号
議
案

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

世
界
各
国
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
比
較
す
る
と
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
展
し
て
い
る
国
は

四
十
％
～
六
十
％
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
国
は
約
二
十
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

我
が
国
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
が
普
及
し
に
く
い
背
景
と
し
て
、
治
安
の
良
さ
や
偽
札
の
少
な
さ
等
の

社
会
情
勢
に
加
え
、
消
費
者
が
現
金
に
不
満
を
持
た
ず
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
漠
然
と
不
安
を
持
っ
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
、
店
舗
に
お
け
る
端
末
負
担
コ
ス
ト
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
料
、
加
盟
店
手
数
料
等
の
コ

ス
ト
構
造
の
問
題
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
実
店
舗
に
お
け
る
人
手
不
足
や
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
対
応
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
支
払
い
サ
ー
ビ
ス
の
登
場
等
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
追
い
風

と
な
る
動
き
も
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

政
府
も
平
成
二
十
六
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
『
日
本
再
興
戦
略
』
改
定
二
○
一
四
」
に
お
い
て
、
二
〇

二
〇
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
踏
ま
え
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
向
け
た
対
応
策
を
検
討

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
四
回
に
渡
り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推
進
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
平
成
三
十
年
閣

議
決
定
の
「
未
来
投
資
戦
略
二
○
一
八
」
で
は
、
「
今
後
十
年
間
（
二
○
二
七
年
六
月
ま
で
）
に
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
比
率
を
倍
増
し
、
四
割
程
度
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
」
と
し
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
推
進
は
、
事
業
者
の
生
産
性
向
上
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取
込
み
、
消
費
者
の

支
払
の
利
便
性
向
上
に
加
え
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、

経
済
全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一

実
店
舗
等
が
コ
ス
ト
負
担
し
て
い
る
支
払
手
数
料
の
あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革

の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

二

地
域
商
店
街
等
と
連
携
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
を
検
討
し
、
消
費
者
に
対

す
る
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。

三

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
に
関
す
る
技
術
的
仕
様
の
標
準
化
を
行
う
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
統
一
規
格
や
標
準
化
等
を
整
備
す
る
こ
と
。

四

産
官
学
が
連
携
し
て
必
要
な
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
を
通
じ
て

新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
促
進
す
る
こ
と
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
三
十
年
九
月
二
十
五
日
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